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デジタル変⾰を推進するためには

2

早く作り
市場へ投⼊

新しい
顧客体験

顧客要望に
いち早く
対応

データ資産
の活⽤

⼈材や
コストの
最適化

変化を許容し、柔軟に対応できる必要
IT基盤、開発手法、運用、

• オープン、スタンダード
• ⾼度な⾃動化
• クラウド・ネイティブ/ 

コンテナ
• アジャイル開発

変化に対応する
テクノロジーの必要

いかに勝ち残るか



なぜアジャイル開発だけでは⾜りないのか︖

Plan Code Build Test Ship Run
フェーズ

従来型システムに起因する
プロセスがボトルネックに

定期的な
ビルド実⾏

複雑な
統合テスト

リリース⽇
が限定

開発プロセスだけでなく、
アーキテクチャー、基盤や運⽤なども
含めた包括的な取り組みが必要



配布資料はございません。



デジタル変⾰を実践するためのベスト・プラクティス

クラウド・ネイティブ技術
クラウドをはじめとするダイナミックな環境上で、スケーラブルな
アプリケーションを稼働させる能⼒を組織にもたらす

コンテナ マイクロ
サービス

サービス
メッシュ

代表的なアプローチ

オープン・テクノロジーで、「回復⼒」「管理性」「疎結合」「⾃動化」
を備え、最⼩限の労⼒で頻繁かつ予測可能な変更を⾏えるように

オープン
技術活⽤



コンテナによる仮想化

• 最先端の機能をアプリに取り⼊れたい
• 稼働環境を⾃由に選びたい
• ベンダー・ロックインされたくない
• ⽔平スケールが容易で⾼い拡張性が必要
• アプリの頻繁なリリースや部分的改修がある

VMによる既存システムの
クラウド対応

• レガシーなアプリを使⽤したい
• 現⾏の管理・運⽤を踏襲したい
• 環境の変更が少ない
• アプリの変更要求が少ない

コンテナ技術採⽤のメリット

物理マシン
ハイパーバイザー

VM

AP

MW
ゲストOS
(カーネル)

VM

AP

MW
ゲストOS
(カーネル)

物理マシン
ハイパバイザ
VM

コンテナ

AP

MW

Red Hat OpenShift

コンテナ

AP

MW
…

…



⾃⼰回復性

⽔平スケーリング

容易な
ロールアウト・
ロールバック

コンテナ基盤の特徴 (Docker、Kubernetes)

オーケストレーションがもたらす主なメリット

コンテナ

AP

MW
コンテナ

AP

MW
コンテナ

AP

MW

新たに
コンテナ
を作成

停⽌

コンテナ

AP

MW
コンテナ

AP

MW
コンテナ

AP

MW

必要に
応じて
増減

コンテナ

AP v1

MW
コンテナ

AP v2

MW
コマンド1つで
実⾏可能



マイクロサービスを⽤いたシステムの疎結合化

コント
ローラー

GUI
ビジネス
ロジック

DB
アクセス

フロントエンド
(コントローラー)

API/BFF ビジネスロジック

DBアクセス

• 機能間が密結合
• 改修時のテストが膨⼤
• 部分的なスケールや置換は困難

モノリシックな従来型のアプリ マイクロサービス型のアプリ

• 機能間は疎結合(REST/メッセージング)
• 改修時のテストが部分的
• サービスごとのスケールや置換ができる



サービスメッシュによる疎結合化と開発効率向上 (Istio)

多数のマイクロサービスが相互に呼び出す際に、アプリ・レイヤーでの管
理が煩雑になる部分をプラットフォームとして提供

マイクロサービスA
サイドカー

マイクロサービスB
サイドカー

サービスメッシュ

Istioで利⽤できるおもな機能
• 新しい環境の利⽤

• A/Bテスト、A/Bデプロイメント
• カナリア・リリース

• 遅延やエラーの注⼊
• ログやメトリクスの取得
• 分散トレーシング
• マイクロサービス間のセキュリティー

複雑なマイクロサービスの関係性



クラウド・ネイティブ技術により期待される効果

コンテナ

マイクロ
サービス

サービス
メッシュ

オープン
技術活⽤

最新の技術を組み合わせ、要求に柔軟に対応できるシステムの実現が可能に

システムが変更可能な単位
に疎結合かできる
àシステム変更時の影響範
囲を局所化でき、柔軟かつ
頻繁な変更、拡張が容易に

マイクロサービスと複雑な
呼び出し関係を分離
àアプリ開発者が開発に注
⼒できる⼀⽅、多数のサー
ビスを適切に管理

オーケストレーション機能
の⾃動化により、可⽤性、
拡張性、回復性を確保
àコスト、市場への投⼊速
度の削減

コミュニティーの最新技術
を利⽤可能
à常に尖った技術を⽤いる
ことで競合に対する優位を
確保



IBMはお客様のクラウド・ジャーニーを実現するパートナー

クラウド
戦略⽴案

クラウド
移⾏

クラウド
構築

クラウド
管理

Jo
ur

ne
y 

to
 C

lo
ud Life Cycle

• Red Hat OpenShift
• Red Hat OpenShift on IBM Cloud
• IBM Cloud Pak for Applications
• クラウド・アプリケーション構築サービス (新規・再構築)
• アプリケーションのマイクロサービス化
• コンテナ技術の活⽤による開発プロセス⾃動化 (CI / CD)
• ソースコード⾃動⽣成 (IBM 超⾼速開発ソリューション AWAG)
• アジャイル開発
• DevOps Tool Chain 導⼊・運⽤サービス
• DevSecOps (IBM Cloud Pak for Multicloud Management)

クラウド構築関連
IBM製品・サービス



Red Hat OpenShift

• コンテナ・ベースのアプリケーショ
ンを開発、実⾏、スケールさせるた
めのオープンなKubernetesプラッ
トフォーム

• ハイブリッド・クラウド環境での稼
働をサポート

• アプリケーションの開発ライフサイ
クルにおける標準的なフローで必要
なツールや機能をすべて包含

Kubernetes
Automated Operations

Cluster
Services

Application
Services

Developer
Services

cri-o
Red Hat Enterprise Linux

あらゆるインフラストラクチャ

開発者⽣産性
を⾼めるツール
が充実

ニーズに応じた
多様な実⾏環
境を選択可能

クラスタ管理者
向けのツールが
充実



Red Hat OpenShift on IBM Cloud

幅広い選択肢 AZ*による⾼可⽤性 安⼼のセキュリティー
• ワーカーノードに仮想サーバ
ーに加え物理サーバーも選択
可能 (合計30種類以上)

• CI/CDとも柔軟に連携可能
• 利⽤期間が選択可能

• 業界最⾼⽔準の暗号鍵技術を
活⽤したBYOK

• ワーカーノードがマルチテナ
ント環境であってもCPUとメ
モリを他社と分離可能

• 東京リージョンにDC 3拠点
• クラスター内、AZ間、リージ
ョン間の通信が無料

• ⾼可⽤性を備えたマスターノ
ードを含むマネージド環境が
利⽤可能

マネージド・サービスで開発に注⼒できるセキュアなすぐに使える環境

* Availability Zone



IBM Cloud Paksは、エンタープライズにおけるユースケース別に製品化しています。
新たにセキュリティーをリリースし、6製品を提供しています。今後も拡充を計画しています。
全てRed Hat OpenShift上で稼働し、お客様のクラウド・ジャーニーを⽀えます。

クラウドネイティブ・ソフトウェア IBM Cloud Paks

IBM Cloud SystemsEdge PrivateOther Cloud

AWS Azure GCP

Cloud Pak for 
Applications

Cloud Pak for 
Data

Cloud Pak for 
Integration

Cloud Pak for 
Automation

Cloud Pak for 
Multicloud

Management

コンテナ化された
IBMソフトウェア

コンテナ化された
IBMソフトウェア

コンテナ化された
IBMソフトウェア

コンテナ化された
IBMソフトウェア

コンテナ化された
IBMソフトウェア

アプリケーションの
ビルド
デプロイ
実行

データの
収集
編成
解析

アプリケーション/
データ/

クラウドサービス/
API の統合

ビジネス・プロセス
意思決定

コンテンツの変革

マルチクラウドの
可視性

ガバナンス
自動化

Cloud Pak for 
Security

コンテナ化された
IBMソフトウェア

セキュリティーの
データ、ツール、
ワークフローを
結びつける



クラウド・ネイティブを実践するデジタル・アプリケーション開発

開発
Dev

開発 テスト要求

マイクロサービス

オープンなツール・チェーンにより迅速な開発
テストと開発管理を実施。各環境へのデプロイ
(展開)までスムーズに連携しCI/CDを実現する。

運⽤
Ops

オンプレミス

コンテナ&
Kubernetes

各クラウドやオンプレのクラウド
ネイティブなアプリ基盤にアプリ
をリリースし、⼀元管理する。

コンテナ&
Kubernetes

コンテナ&
Kubernetes

デプロイ

DevOps Tool Chain 導⼊・運⽤サービス
OSS Toolのお客様ごとのTool Chainを、IBMが構築・管理・運⽤

運⽤



DevSecOps(継続的な開発運⽤とセキュリティー) の実践

DevOpsに加えてセキュリティーも考慮したプラクティス
開発者、運⽤担当者にセキュリティーを意識するカルチャーを醸成する

▫コンテナ利⽤時のパイプラインの例 – 継続的にセキュリティー検査を実施

コード
チェック
イン

静的
分析

ビルド
実⾏

デプロイ
(開発/テス
ト環境)

結合
テスト
実⾏

本番環境
稼働

コードレベルの
脆弱性検出

コンテナ・イメージの
脆弱性検出 (*1)

コンテナの
改ざん検出 (*2)

*1: IBM Cloud Pak for Multicloud Management Vulnerability Advisor
*2: IBM Cloud Pak for Multicloud Management Mutation Advisor



IBMはお客様のクラウド・ジャーニーを実現するパートナー
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• クラウド・アプリケーション構築サービス (新規・再構築)
• アプリケーションのマイクロサービス化
• コンテナ技術の活⽤による開発プロセス⾃動化 (CI / CD)
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IBM製品・サービス



ワークショップ、セッション、および資料は、IBMまたはセッション発表者によって準備され、それぞれ独⾃の⾒解を反映したものです。それらは情報
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